
2R5.9　KOUHOU SANO

市
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

　　
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
料
品
な
ど
、
目

に
見
え
て
価
格
が
上
昇
し
て
い
ま

す
。
物
価
高
騰
は
日
常
生
活
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
が
、

そ
う
い
っ
た
市
民
の
皆
さ
ま
や
市
内

の
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
「
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」
の
発
行
・
販

売
お
よ
び
「
キ
ャ
ッ
シ
ュレ
ス
決
済
ポ

イ
ン
ト
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
「
広
報
さ
の
」
と
同

封
す
る
チ
ラ
シ
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
の
購
入
引
換
券
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　　
さ
て
、
今
月
16
日
に
は
４
年
ぶ
り

に
「
さ
の
秀
郷
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
開
催
に
つ
い
て
は
、
さ
の

秀
郷
ま
つ
り
運
営
委
員
会
の
皆
さ

ま
に
よ
く
検
討
し
て
い
た
だ
き
、
開

催
日
程
を
2
日
間
か
ら
1
日
に
短

縮
、
時
間
も
午
前
中
か
ら
開
催
と

し
、
開
催
時
期
も
暑
い
8
月
を
避

け
、
9
月
に
変
更
し
ま
し
た
。
以

前
の
開
催
時
に
大
い
に
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
お
り
ま
し
た
、
み
こ
し
・

お
は
や
し
巡
行
や
市
民
総
お
ど
り

に
加
え
、
今
回
初
め
て
実
施
す
る
、

市
役
所
の
建
物
を
ス
ク
リ
ー
ン
と
し

て
映
し
出
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
が
目
玉
と
な
って
お
り
ま
す
。

私
も
市
長
に
な
っ
て
初
め
て
の
さ
の

秀
郷
ま
つ
り
で
す
の
で
、
大
変
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
、
久
し

ぶ
り
の
さ
の
秀
郷
ま
つ
り
を
大
い
に

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

！

佐野市長

金子　裕

よ
う
こ
そ

さ
ん
は
母
校
の
校
歌
を
歌
え
ま
す

か
？　

船
田
さ
ん
が
53
校
の
校
歌
を

ま
と
め
た
「
安
佐
地
内
の
校
歌
集
」（
小
中
学

校
編
）
が
あ
れ
ば
母
校
の
校
歌
を
口
ず
さ
め
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

　

船
田
さ
ん
が
市
内
の
学
校
の
校
歌
を
ま
と

め
、
後
世
に
伝
え
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

は
、
生
ま
れ
育
っ
た
常
盤
地
区
の
納
涼
祭
で
踊

る
「
常
盤
音
頭
」
と
「
羽は

ね
づ
る鶴

小
唄
」
の
ル
ー
ツ

を
た
ど
り
「
常
盤
音
頭
・
羽
鶴
小
唄
誕
生
物
語
」

を
執
筆
す
る
際
に
、
こ
の
二
つ
の
歌
が
地
域
に

住
む
人
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
素
晴
ら

し
い
も
の
だ
と
気
付
い
た
こ
と
に
あ
る
よ
う
で

す
。
そ
し
て
「
廃
校
に
な
っ
た
校
歌
も
こ
の
二

つ
の
歌
の
よ
う
に
後
世
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
大
切
な
も
の
で
は
な
い
の
か
」
と
い
う
思

い
が
強
く
な
り
、
２
０
１
５
年
ご
ろ
よ
り
市
内

の
校
歌
の
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
廃
校
に
な
っ
た
学
校
の
記
録
を
た

ど
り
、
卒
業
生
を
探
し
て
歌
っ
て
い
た
だ
き
、

友
人
の
協
力
を
得
て
楽
譜
を
起
こ
す
作
業
に
は
ご

苦
労
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、
今
年
６
月
に
念
願

の
校
歌
集
を
完
成
さ
せ
一
区
切
り
つ
い
た
船
田
さ

ん
で
す
が
、
唯
一
の
心
残
り
は
、
昭
和
45
年
に
梅

田
ダ
ム
の
湖
底
に
沈
ん
で
し
ま
っ
た
入い

り
ひ
こ
ま

飛
駒
小
・

中
学
校
の
校
歌
だ
け
を
、
何
の
手
掛
か
り
も
な
く

掲
載
で
き
な
か
っ
た
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

船
田
さ
ん
の
地
元
に
対
す
る
思
い
は
「
校
歌
集
」

完
成
後
も
続
い
て
お
り
「
次
は
市
内
の
昔
の
写
真

を
集
め
『
目
で
見
る
佐
野
の
歴
史
書
』
な
ど
の
編

集
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
ら
幸
せ
で
す
」
と

目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
制
作
に
は
、
多
く

の
昔
の
写
真
が
必
要
と
な
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

取
材
を
終
え
て
、
船
田
さ
ん
が
ど
う
し
て
も
入

手
で
き
な
か
っ
た
入
飛
駒
小
・
中
学
校
の
校
歌
の

情
報
提
供
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
で
き
な
い

か
と
考
え
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
情
報
で

54
・
55
校
目
の
校
歌
が
掲
載
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。　
　
　

（
市
民
記
者　

中
里
聖
子
）

船田　実
みのる

さん

まちづくり葛生株式会社事務局次長

保護司

学校地域コーディネーター

皆

▼

編集作業中の船田さん

第
31
回
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31
回

午前10時～午後8時午前10時～午後8時
会場/佐野市役所周辺（JR・東武佐野駅下車すぐ）会場/佐野市役所周辺（JR・東武佐野駅下車すぐ）
主催：さの秀郷まつり運営委員会・実行委員会　共催：佐野市・佐野商工会議所・（一社）佐野市観光協会主催：さの秀郷まつり運営委員会・実行委員会　共催：佐野市・佐野商工会議所・（一社）佐野市観光協会

S
A

N
O

 H
ID

E
S

A
T

O
 M

A
T

S
U

R
I9/16土

9/16

P

P

P

P

P

P

P

N

⬆

⬆

⬆

⬆ P

⬆

⬆

⬆

ま
ち
な
か
活
性
化
ビ
ル

「
佐
野
未
来
館
」

臨
時
バ
ス
停

（
さ
ー
の
っ
て
号
・
佐
野
新
都
市
線
）

臨
時
バ
ス
停

（
さ
ー
の
っ
て
号
・
佐
野
新
都
市
線
）

●
ぱ

る
ぽ

ー
と

タ
ク

シ
ー

プ
ー

ル

●
合

同
タ

ク
シ

ー

●
群

馬
銀

行

駐
輪
場

（
孫
太
郎
公
園
）

駐
輪
場

（
駅
南
公
園
）

久
保
駐
車
場

至高崎

●
東

和
銀

行

●
ホ

テ
ル

サ
ン

ル
ー

ト
佐

野

佐
野
商
工

会
議
所

ホ
テ

ル
セ

レ
ク

ト
イ

ン
佐

野
駅

前
●

●
早

稲
田

ゼ
ミ

東
石

美
術

館
　

　
●

●
足

利
銀

行
● 旭タクシー

●
交

番
●

セ
ブ

ン
イ

レ
ブ

ン

森
医

院
●

住
友

生
命

●

ほ
て

い
や

●

城
山
公
園

駅
北
駐
車
場

東
武

佐
野

線
JR両

毛
線

入
口

出入口

出
入
口

出
口

出入口

入口

秋山川

出
口

佐
野
小
学
校

駐
車
場

天
明
小
学
校

駐
車
場

N
o.16
佐
野
厄
よ
け

大
師
駐
車
場

N
o.15
佐
野
厄
よ
け

大
師
駐
車
場

佐
野
市
観
光

物
産
会
館●●佐野

厄
よ
け
大
師

殿町通り

昭和通り

駅前通り

唐沢観光通り

桐
生
岩
舟
線
（
旧
5
0
号
）

市
民
広
場

北
口

佐
野
駅

67

2707

昇
栄
通
り

大
正
通
り

二
条
通
り

ギ
オ
ン
通
り

至小山 至館林

堀米

市
役
所

⬆

⬆

出入口

出
入
口

内
堀
米
西

佐
野
東
高
入
口

佐
野
駅
入
口

渋
滞
ポ
イ
ン
ト

本
部
・
救
護

駅
前
交
流

広
場

駅
前
噴
水

広
場

渋
滞
ポ
イ
ン
ト

渋
滞
ポ
イ
ン
ト

コ
ン
ビ
ニ

　
　
●

●コ
ン
ビ
ニ

G
S

　
　
●

コ
ン
ビ
ニ

　
　
●

●保
健

セ
ン
タ
ー

西
中

●

●総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー

●佐
野
市

郷
土
博
物
館

大
橋
町

●
城
山
公
園

（
城
山
記
念
館
）

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

グ
ル
メ
ラ
ン
ド

ア
イ
ド
ル
ス
テ
ー
ジ

写
真
展

さ
の
秀
郷
ま
つ
り

グ
ッ
ズ
販
売

N
o
.2
8

佐
野
厄
よ
け
大
師

駐
車
場

N
o
.2
8

佐
野
厄
よ
け
大
師

駐
車
場

栃
木
銀
行

栃
木
銀
行

ま
つ
り
会
場

駐
車
場

交
通
規
制

M
A
P

交
通
規
制

10:00～
21：00

16:00～
21：00

9:00～
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（
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こ
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通
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時
の

み
規

制
）

佐
野

小
P

は
非

常
に

混
み

合
い

ま
す

の
で

満
車

時
に

は
佐

野
厄

よ
け

大
師

P
、天

明
小

P
を

ご
利

用
く

だ
さ

い
。

 駐
車

場

 一
方

通
行

 ト
イ

レ

※
お

タ
バ

コ
は

所
定

の
場

所
で

　
お

願
い

し
ま

す

 駐
輪

場

 臨
時

バ
ス

停

 喫
煙

ス
ペ

ー
ス

指
定
さ
れ
た
駐
車
場

以
外
へ
の
駐
車
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

当
日
は
公
共
交
通
機
関
や
シ
ャト
ル

バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
一

般
駐

車
場

が
少

な
く

な
っ

て
い

ま
す

の
で

、で
き

る
だ

け
公

共
交

通
機

関
の

ご
利

用
を

お
願

い
し

ま
す

。

※
ま
つ
り
当
日
、佐
野
駅
南
口
周
辺
は

　
大
変
混
雑
し
ま
す
。送
迎
な
ど
は

　
佐
野
駅
北
口
や
近
隣
の
他
駅
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

P
駐

車
場
や

交
通

規
制
の
情
報
は

◀
こ
ち
ら
の
ペ
ー
ジ
で
配
信
中！！

※
ま
つ
り
会
場
で
の
ド
ロ
ー
ン

　（
無
人
航
空
機
）の
飛
行
、

　
操
縦
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

  シ
ャト

ル
バ

ス
発

着
場

●
シ

ャト
ル

バ
ス

は
交

通
事

情
な

ど
に

よ
り

遅
れ

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
●

定
員

に
達

し
た

場
合

、そ
れ

以
上

は
乗

車
で

き
ま

せ
ん

。
●

お
車

は
No.28佐

野
厄

よ
け

大
師

駐
車

場
へ

駐
車

し
て

く
だ

さ
い

。

●
G

oogle M
apア

プ
リ

で
見

る
場

合
は

ア
プ

リ
　

を
起

動
し

て
か

ら
読

み
込

ん
で

く
だ

さ
い

。

シ
ャト
ル
バ
ス
情
報

栃
木
銀
行
前

No.28佐
野
厄
よ
け
大
師

駐
車
場

シ
ャト
ル
バ
ス
発
着
場⇔

市民総おどり

みこし・おはやし
巡行

プロジェクション
マッピング

令和5年令和5年

「まちの話題 PHOTO
NEWS

後世に伝えたい大切な歌
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　移動中、 目に飛び込んでくる壁画、 驚きと笑顔をもらえる街中アートを紹介

します。

　高萩町の美容院アクセル ・ エルヴェは、 おしゃれな装飾が店内外にいくつも

あります。 レストランと間違えられることもあるそうです。

　巨大ないもフライとカエルが描かれているのは、 消防本部の東隣にある家族

商店の壁です。 カエルの名前はアゲ。 「アゲが揚げ物を持っている」というシャ

レになっているそうです。

　犬伏新町の元相良設備店の倉庫の壁にはバンクシー作品 「風船と少女」 「傘

をさす鼠」 が登場。 汚れた倉庫を白く塗ったら、 何か描きたくなり、 初チャレ

ンジしたそうです。

　どれも傑作なので、 ぜひ見ていただきたいです。 皆さんも街中でアートを探

してみませんか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市民記者　髙松伸子）

街 中アートを探してみよう
どこにあるかな？

まちの話題 PHOTO
NEWS

佐 野藍復活プロジェクト
藍草作りが約１００年ぶりに復活！

　本市は江戸時代から藍染めの原料である藍草の産地でし

たが、 化学藍の導入により明治後期に生産が途絶えてしま

いました。 しかし、 平成２４年に市民有志で立ち上げた 「佐

野藍復活プロジェクト」 によって約 100 年振りに復活し、

現在、 下彦間町などで生産活動が続いています。

　7 月 26 日 ㈬ 下彦間町の藍農家 ・ 藍師小竹利美さんの

畑で、 ボランティアの協力を得て、 藍草の刈り取りが行わ

れました。

　収穫した葉を発酵させた藍染めの染料である「すくも」は、

現在では全国に出荷されています。

　７月 30 日 ㈰ 、 佐野駅前交流プラザぱるぽーとにて、 熱

中症対策温度計設置除幕式が行われました。

　佐野市が国内最高気温を記録する日が多いことから、 市

民や来訪者に対し熱中症への注意喚起を行うことを目的

に、 温度計を本市の玄関口である佐野駅前交流プラザぱ

るぽーと前に設置しました。

　また、 この温度計の設置に当たっては、 株式会社栃木こ

すもす様からの寄付金を活用しています。

熱 中症対策温度計設置除幕式
暑い佐野、 熱中症に注意！

①アクセル ・ エルヴェ

②家族商店

③元相良設備店①

②

③


